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小学校４年生以下の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 窪木　新司 860 美咲

２ 柿本　雅人 850 備南

２ 橋本　雅典 850 津山

４ 髙見　瑞穂 830 高梁

５ 政安　陸成 690 美咲

５ 渡邉　星那 690 津山

７ 堀内　慶司 670 美咲

８ 水島　夢杏 660 津山

９ 石原　万結 650 賀陽

10 北　　優衣 590 美咲

10 赤松　芽依 590 美咲

10 中田　淳仁 590 美咲

13 井伊わかば 570 美咲

14 原田　百華 540 美咲

14 岩野　沙妃 540 美咲

小学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 岡崎　桃子 1,290 備南

２ 藤原　陽葵 1,250 賀陽

３ 岩野　匠真 1,230 美咲

４ 大﨑　美優 1,090 美咲

４ 井伊さくら 1,090 美咲

６ 神尾　玲妃 1,000 備南

７ 西川　夏鈴 990 高梁

７ 金谷季光香 990 美咲

９ 間庭菜々海 950 美咲

10 薮元　楓華 930 備南

11 清水　心優 920 備南

11 道久　紗椰 920 備南

13 片山　望来 900 美咲

14 寺尾　和輝 880 美咲

15 井上　結斗 870 美咲

中学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 三宅　那実 1,240 高梁

２ 岩野　侑輝 900 美咲

３ 植田　　海 890 津山

４ 山本　麻央 810 津山

５ 伊藤　綾香 790 備南

６ 下山　悠太 780 賀陽

７ 近藤　岬希 760 美咲

８ 平島　遼成 750 美咲

９ 河村　恒輝 730 美咲

９ 奥村　　響 730 美咲

高校・一般の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 河村　菜緒 840 美咲

２ 岡下　愛奈 790 賀陽

３ 中村　明菜 740 美咲
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岡
山
県
支
部 

支
部
長

　

池
上
　
修
生

新
春
を
迎
え
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
七
月
よ
り

支
部
事
業
が
矢
継
ぎ
早
に
あ
り
ま

し
た
。
新
役
員
の
体
制
と
な
っ
た

ば
か
り
で
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
終
わ
り
安
堵
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
各
地
区
の
地
区

長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
、
そ
し
て
ご
尽
力
に
よ
る
も
の

と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
毎
年
の
こ
と
の
よ
う
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
震
や
台
風
、
洪
水

に
と
ど
ま
ら
ず
凶
悪
事
件
と
災

害
・
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
途
絶
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

支
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
災
害
等

に
対
す
る
対
策
や
連
盟
の
主
な
事

業
で
あ
る
検
定
試
験
実
施
に
お
け

る
対
策
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
べ

く
、
役
員
で
話
し
合
い
を
重
ね
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
は
次
年
度
の
予
算

の
締
め
切
り
の
月
で
す
。
今
年
度

は
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
事
項
で
あ

り
ま
し
た
会
員
の
増
加
対
策
と
し

て
支
部
会
費
の
期
間
減
額
措
置
を

始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
令
和
二

年
度
に
は
、
受
験
者
増
加
対
策
と

　全珠連岡山県支部の受付小学校は下記の通りです。
　今年もまた例年通り多くの小学校より、要請を頂きました。そろばんの
PR活動に対して大変喜ばしくありがたい反面、一部の先生方に対し大きな
負担がかかることも起きております。こうした状況を少しでも解決するため、
それぞれの地区の先生方のご理解、ご協力をお願いできましたら、より良い
そろばんPR活動ができるのではないでしょうか。皆様のご意見・ご協力を
頂ければ幸いと存じますのでよろしくお願いいたします。

� 研修学対部長　杉　本　　　匡

小学校名 児童数
興 除 41
大 元 196
有 漢 西 12
牛 窓 北 20
豊 野 11
可 知 72
御 野 106
加 茂 37
第 一 藤 田 35
旭 東 18
旭 竜 25
平 井 125
高 島 170
国 府 50
御 南 131
江 西 98

小学校名 児童数
灘 崎 62
芳 明 87
茶 屋 町 202
福 田 139
大 野 82
邑 久 134
鏡 野 南 36
吉 備 201
岡 南 84
思 誠 52

豊 54
津 島 121
豊 田 27
古 都 29
芥 子 山 146
箕 島 47

小学校名 児童数
三 門 46
政 田 42
太 伯 28
新 見 南 32
川 上 14
伊 島 146
中 央 124
三 勲 97
桃 丘 23
馬 屋 下 27
財 田 83
操 明 105
横 井 141
落 合 29
福 浜 135

学校数 47校　　児童数 3,722人

令和元年度
小学校ボランティアそろばん講師派遣要請小学校

ボランティア授業が始まりました
令和元年度 

　

去
る
令
和
元
年
十
月
二

十
日
（
日
）、
全
国
で
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
成

績
は
次
の
通
り
。

全
日
本
通
信

令
和
元
年
度

珠
算

�

競
技
大
会

珠
算

�

競
技
大
会

し
て
、
生
徒
増
加
を
支
援
す
る
た

め
の
予
算
を
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、『
漢
書
』
律
暦
志
に

よ
る
と
「
子
」
は
「
孳
」（
し
：［
ふ

え
る
］
の
意
味
）
で
、
新
し
い
生

命
が
種
子
の
中
に
萌
（
き
ざ
）
し

始
め
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
が
そ
う
あ
る

よ
う
に
願
い
な
が
ら
年
頭
の
ご
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

余
談
で
す
が
、
事
務
所
で
の
余

談
事
の
中
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
携
帯
）
が
普

及
す
る
中
、「
開
法
」
を
学
ぶ
意

味
が
あ
る
か
に
つ
い
て
話
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
指

導
者
講
習
会
で
藤
原
先
生
が
話
さ

れ
た
内
閣
府
が
提
唱
す
る

「Society 5.0

」（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
）
を
迎
え
る
時
代
に
と
い
う
意

見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
教
室
の
生
徒
か
ら
「
そ
ろ
ば

ん
な
ん
か
習
っ
て
な
ん
に
な
る

の
？
」
と
か
「
計
算
機
が
あ
る
の

に
必
要
が
な
い
！
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何

と
答
え
て
い
ま
す
か
？
…

　

そ
の
際
の
一
つ
の
考
え
と
し

て
、「
無
意
味
」
な
の
か
ど
う
か

は
勉
強
や
学
習
す
る
時
点
で
は
決

め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
学
ぶ
べ
き
も
の

の
優
先
順
位
は
あ
り
ま
す
が
、
勉

強
に
意
味
が
な
い
も
の
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

小
学
生
や
中
学
生
の
時
点
で
、

い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
概
観
し
て
お

く
こ
と
は
、
そ
の
後
の
視
野
の
広

さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
大

人
に
な
っ
て
で
き
る
限
り
広
い
視

野
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
生
徒
が
将

来
、
同
じ
質
問
を
子
供
た
ち
に
さ

れ
た
と
き
に
自
信
を
も
っ
て
答
え

ら
れ
る
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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下半期事業のご案内

令和元年度下半期検定試験日

合

格

お

め

で

と

う

広報部だより

金
賞
は
次
の
と
お
り
で
す

　令和元年10月13日（日）
岡山県生涯学習センターに於
いて、２年生以下の部46名、
３年生の部53名、計99名の
参加で開催されました。
　多くの保護者の方々の、温
かい見守りの中、真剣に競技
に取り組んでいました。
　日頃の練習の成果が、発揮
できたことと思います。
　フラッシュ暗算においても

真剣な眼差しで競技していました。最後の問題
では、全日本珠算選手権大会で出題される問題
にも挑戦し、選手一同驚きの声を上げていまし
た。
　またビンゴゲームでは、「ビンゴ！」「そろっ
た！」など元気な声で、選手一人一人笑顔で景
品を受け取っていました。
　表彰式では金・銀・銅のメダルをかけてもら
い、写真撮影に選手全員輝いていました。
　２年生以下の選手はまた次回、３年生の選手
は岡山県珠算競技大会等、成長した選手になっ
て会える日を楽しみにしています。
� 競技部長　吉田　弘芳

第
三
九
三
回
・
第
三
九
四
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
三
九
三
回
（
珠
算
）

　

五
段　

藤
原　

里
咲
（
東
備
）

　

四
段　

伊
藤　

祐
奈
（
邑
久
）

準
四
段　

高
見
那
奈
美
（
矢
掛
）

　
　
　
　

伊
達
虎
ノ
介
（
備
南
）

　
　
　
　

西
川　

夏
鈴
（
高
梁
）

　

参
段　

藤
原　

陽
葵
（
賀
陽
）

　
　
　
　

田
邉
笑
未
那
（
矢
掛
）

　
　
　
　

山
本　

裕
菜
（
矢
掛
）

準
参
段　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

　
　
　
　

大
﨑　

美
優
（
美
咲
）

　
　
　
　

奥
野　

蓮
叶
（
矢
掛
）

　
　
　
　

石
渡　

朋
也
（
賀
陽
）

　
　
　
　

山
﨑　
　

優
（
岡
山
）

　
　
　
　

青
木　

来
実
（
邑
久
）

第
三
九
三
回
（
暗
算
）

　

七
段　

難
波　

有
里
（
東
備
）

準
六
段　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

　

五
段　

大
深
真
莉
菜
（
岡
山
）

　

四
段　

大
池　

真
人
（
備
南
）

　
　
　
　

石
山　

京
香
（
矢
掛
）

準
四
段　

伊
藤　

祐
奈
（
邑
久
）

　

参
段　

塩
見　

香
音
（
岡
山
）

　
　
　
　

犬
飼　

百
音
（
備
南
）

　
　
　
　

青
木　

来
実
（
邑
久
）

準
参
段　

難
波　

実
由
（
岡
山
）

　
　
　
　

長
尾
優
太
朗
（
岡
山
）

　
　
　
　

木
村　

晴
延
（
備
南
）

　
　
　
　

前
田　

琉
斗
（
備
南
）

　
　
　
　

窪
木　

新
司
（
美
咲
）

第
三
九
四
回
（
珠
算
）

　

八
段　

平
田　

翔
馬
（
吉
備
）

準
六
段　

藤
原　

里
咲
（
東
備
）

　

四
段　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　
　
　
　

岩
本　

愛
子
（
井
原
）

準
四
段　

太
平　

雪
菜
（
東
備
）

　

参
段　

土
居　

咲
月
（
美
咲
）

　
　
　
　

奥
野　

凪
人
（
矢
掛
）

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
年
明
け

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
あ
ま
り
大

き
な
災
害
が
起
き
な
い
事
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
が
お
忙
し
い

時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
諸
先
生

方
体
調
を
崩
さ
ず
お
互
い
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

�

（
Ｙ
・
Ｊ
）

編
集
後
記

　
　
　
　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

　
　
　
　

岡
崎　

桃
子
（
備
南
）

　
　
　
　

妹
尾　

有
乃
（
賀
陽
）

準
参
段　

森　
　

彩
乃
（
矢
掛
）

　
　
　
　

河
村　

恒
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

難
波　

実
由
（
岡
山
）

　
　
　
　

辻
坂　

信
哉
（
岡
山
）

　
　
　
　

中
村　

哲
也
（
矢
掛
）

第
三
九
四
回
（
暗
算
）

　

九
段　

竹
内　

大
生
（
岡
山
）

　

八
段　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

　

七
段　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

　
　
　
　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　

六
段　

岡
崎　

桃
子
（
備
南
）

準
五
段　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

　
　
　
　

大
池　

真
人
（
備
南
）

　
　
　
　

伊
達
虎
ノ
介
（
備
南
）

　

四
段　

松
島　

琉
歩
（
岡
山
）

　
　
　
　

石
戸　

昇
真
（
美
咲
）

準
四
段　

西
山　

颯
人
（
東
備
）

　

参
段　

西
川　

夏
鈴
（
高
梁
）

　
　
　
　

窪
木　

新
司
（
美
咲
）

準
参
段　

田
中　

心
結
（
岡
山
）

令和元年度優良生徒表彰式典
日　時：令和２年２月23日（日）
　　　　各地区開催　※詳細は支部へおたずねください。

珠算指導者教養講座
日　時：令和２年３月28日（土）　14：00～16：00　　会　場：姫路市市民会館

第66回全国珠算研究集会
日　時：令和２年３月29日（日）　10：00～16：30　　会　場：姫路市市民会館

第395回
令和２年１月26日（日）
平成２年２月23日（日）

第396回
令和２年３月22日（日）
令和２年４月26日（日）

第397回
令和２年５月31日（日）
令和２年６月21日（日）

新

入

会

員

賀
陽
地
区

慶
事
お
祝
い

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
、
次
の
先
生
方
に

お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
、
益
々

ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

　

勝
英
地
区　

松
本
満
寿
子

　

岡
山
地
区　

森
田　

洋
子

　

津
山
地
区　

赤
堀
由
美
子 松森　弘明

（昭和61年生）

米

　

寿

喜

　

寿

古

　

希

い
や
あ
！
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
本
当
に
い
い
も
の
で
す
ね

　「
外
国
人
初
の
日
本
代
表
選
手
は
ソ
ロ
バ
ン
留
学
生
」

岡山県ちびっ子そろばん大会
令
和
元
年
度

★
二
年
生
以
下
の
部
　
十
二
名

森
井　

稀
美
【
満
点
】

赤
松　

芽
依
【
満
点
】

吉
井　

心
春
【
満
点
】

内
田　

健
翔
【
満
点
】

岡
本　

紗
椰

髙
森　
　

玖

穐
山　

尚
史

大
山　

海
斗

渡
辺　

陽
南

西
田　

葵
葉

中
島　

彩
花

塩
見
ゆ
い
か

★
三
年
生
の
部
　
十
二
名

上
原　

大
和
【
満
点
】

星
住　

采
音
【
満
点
】

窪
木　

新
司
【
満
点
】

橋
本　

悠
志

吉
村　

惟
那

望
月　

遙
真

斉
藤　

咲
希

雪
吉　

凜
花

藤
元　

咲
羽

渡
邉　

星
那

堀
内　

慶
司

岩
野　

沙
妃

�

以
上
二
十
四
名
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今
年
の
秋
は
、
日
本
中
が
ラ
グ
ビ
ー

色
で
染
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
日

本
代
表
が
強
く
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
日
本
を
愛
す
る
リ
ー
チ
主

将
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
で
あ
り
な

が
ら
、
今
年
の
流
行
語
大
賞
に
も
な
っ

た
ワ
ン
チ
ー
ム
を
体
現
し
て
い
た
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

試
合
は
迫
力
の
肉
弾
戦
で
す
が
、
細

か
い
駆
け
引
き
の
中
、
パ
ス
は
後
ろ
に

し
か
出
せ
な
い
の
で
、
後
ろ
に
下
が
り

な
が
ら
少
し
ず
つ
前
進
し
、
時
に
キ
ッ

ク
で
前
に
冒
険
す
る
と
い
う
、
ま
る
で

人
生
ゲ
ー
ム
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ラ

グ
ビ
ー
は
激
闘
が
終
わ
る
と
ノ
ー
サ
イ

ド
精
神
で
お
互
い
を
讃
え
合
う
姿
は
と

て
も
好
感
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
日
本
代
表
が
初
の
ベ

ス
ト
８
を
決
め
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦

は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
実
に
面
白

か
っ
た
で
す
ね
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
絶
妙

の
３
本
の
オ
フ
ロ
ー
ド
パ
ス
を
見
事
に

繋
い
で
逆
転
ト
ラ
イ
を
稲
垣
選
手
（
笑

わ
な
い
男
）
が
決
め
た
シ
ー
ン
で
最
高

の
場
面
で
、
最
高
に
美
し
い
ト
ラ
イ
で

し
た
。

　

他
に
も
、
日
本
の
素
敵
な
お
も
て
な

し
や
、
台
風
で
試
合
が
中
止
に
な
っ
た

チ
ー
ム
の
選
手
が
被
害
に
あ
っ
た
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
感
動
的
な
こ
と

が
あ
っ
た
の
も
今
大
会
を
世
界
が
称
賛

し
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
は

ト
ン
ガ
出
身
の
選
手
が
何
人
も
い
ま
し

た
が
、
最
初
に
外
国
人
選
手
が
日
本
代

表
に
選
ば
れ
た
の
は
四
十
年
ほ
ど
前
に

ト
ン
ガ
か
ら
ソ
ロ
バ
ン
留
学
生
と
し
て

来
日
し
、
大
学
で
子
供
の
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
い
た
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
代
表

に
選
ば
れ
た
の
が
最
初
で
、
当
時
は
何

人
も
ソ
ロ
バ
ン
留
学
生
が
代
表
選
手
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
は
以
前
は
す
ぐ
ス
ク
ラ
ム
や
モ
ー

ル
に
な
り
団
子
状
態
ば
か
り
が
長
く
続

き
、
観
戦
し
て
も
面
白
味
に
欠
け
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
組
織
に
お
い
て
ル
ー

ル
改
正
を
行
い
、
一
定
の
ル
ー
ル
で
ス

ク
ラ
ム
や
モ
ー
ル
か
ら
ボ
ー
ル
を
出
さ

な
い
と
反
則
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
パ

ス
や
キ
ッ
ク
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
試
合
が
面
白
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

珠
算
界
も
時
代
に
応
じ
た
改
正
を
今
以

上
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
全
珠
連
で
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
検
定
や
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
な
ど

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
思
い
切
っ
て
切
り
捨
て
る
も
の

も
な
け
れ
ば
、
時
間
的
に
す
べ
て
に
対

応
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

嘉
　
数
　
秀
　
彦


